
令和3年４月２７日

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル （通話料無料・２４時間受付） 

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
地域の明日へ、地域とともに。

１．概 要
ちゅうせい すずか きたたまがきちょう まつさか おづちょう

中勢バイパスは、三重県鈴鹿市北玉垣町から松阪市小津町に至る延長33.8kmのバイパ
スで、国道23号現道の交通渋滞の緩和、災害に強い道路機能の確保、地域産業の支援を
目的に計画された道路です。

今般、防災・減災、国土強靭化に向けた道路の５か年対策プログラム※において、
鈴鹿（安塚）工区（延長2.8km）では、新たに開通見通しを公表しましたのでお知らせします。

当該工区が完成すれば、中勢バイパス全線が暫定２車線で開通します。
引き続き、安全に配慮しながら1日も早い開通を目指し、事業を進めて参りますので、

ご理解、ご協力をお願いいたします。
※「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」(令和2年12月11日閣議決定)に位置づけられた目標や事業
規模等を踏まえ、５か年の具体的な事業進捗見込み等を示し、計画的な事業執行に取り組むとともに、周辺の開発
事業等との連携を図りながら、対策の効果をより一層高めることを目的に策定したもの

２．資料 概要、工事進捗状況、開通により期待される効果・・・・・別紙１から別紙４

３．配 布 先 三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、
津市政記者クラブ、鈴鹿市政記者クラブ、松阪記者クラブ

４．問い合せ先 国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所
ふじはら ひろのり むらまつ みちやす

副所長 藤原 弘典 計画課長 村松 道康

電 話 059-229-2220 ＦＡＸ 059-229-2238

ホームページアドレス http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

ちゅうせい すずか やすづか

国道23号 中勢バイパス （鈴鹿（安塚）工区）
令和５年度 開通予定

～中勢バイパス（延長33.8km）が全線開通～
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【開通見通しお知らせ箇所】
ちゅうせい すずか やすづか

＜対象区間＞ 国道２３号 中勢バイパス 鈴鹿(安塚）工区
みえ すずか きたたまがきちょう のまち

三重県鈴鹿市北玉垣町 ～ 同市野町
＜延 長＞ 延長２．８ｋｍ
＜開通予定＞ 令和５年度
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中勢バイパスの概要

単位：ｍ

別紙１

事業名 一般国道２３号 中勢バイパス

区間
起）三重県鈴鹿市北玉垣町
終）三重県松阪市小津町

延長 ３３．８ｋｍ

道路規格 第３種第１級

車線数 ４車線（暫定２車線）

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ（暫定６０ｋｍ／ｈ）

■位置図

■中勢バイパス（鈴鹿(安塚)工区）

中勢バイパス 鈴鹿(安塚）工区 （延長2.8km）
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１００％
（令和元年度末）

中勢道路

高速道路

一般国道

その他の道路

暫定開通 未開通

■工事進捗状況写真

写真① 写真②
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更新予定
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鈴鹿(安塚)工区
令和6年春頃開通予定

延長2.8km

H5・H17開通
2.6km

H15・H18開通
1.9km

H19開通
2.8km

H24開通
3.9km

H27開通
6.0km

H6・H9開通
4.4km

H12・H24開通
5.0km

H26開通
1.8km

H31開通
2.9km

北勢BP39,200台/日
48,600台/日

亀山西JCT

20,800台/日

暫定2車線開通済（延長31.0km） 工事推進中

E23

E23

鈴鹿四日市道路

鈴鹿(安塚)工区
令和５年度開通予定

延長2.8km

拡大図

拡大図

至 伊勢

至 名古屋

至 名古屋

至 伊勢

令和3年3月撮影 令和3年3月撮影

至 津



48 

34 

96 

76 
71 

63 
71 

55 

3.7 
12.5 15.5 

28.1 31.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H6 H11 H17 H22 H27 R1 全線2車 全線4車

中
勢
バ
イ
パ
ス
開
通
延
長

(k
m

)

所
要
時
間

(分
)

中勢バイパス 国道23号 開通延長

497 

592 

443 474 472 
425 

122 
209 

248 272 
275 

3.7 

12.5 15.5 
28.1 31.0 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H6 H11 H17 H22 H27 R2

中
勢
バ
イ
パ
ス
開
通
延
長

(k
m

)

交
通
量

(百
台

/日
)

国道23号 中勢バイパス 供用延長

部分開通で、中勢バイパスと並行する国道23号
の渋滞が緩和された。
中勢バイパス全線開通による道路面の機能向上
に期待する。

別紙２

期待される
開通効果① 交通環境の改善

三重県の持続可能な経済ネットワークを確保

出典：ヒアリング調査

開通区間

事業中

一志
嬉野IC

至 四日市

至 伊勢

久居
IC

津IC

鈴鹿市

鈴鹿（安塚）工区
令和5年度
開通予定

芸濃IC

亀山JCT
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亀山市

出典：H2～H27道路交通センサス、R2三重河川国道事務所調査

■製造業者の声

国道23号
35百台/日
（81%)

中勢バイパス
8百台/日
（19%)

津市

○H5年度からの中勢バイパスの段階的な供用にともない、国道２３号から中勢バイパスへの交通

転換が進んだことで、国道２３号の所要時間の短縮、交通事故の減少などの交通環境の改善が

みられます。一方で、通過交通の約8割が国道23号を利用しているため、全線開通により、中

勢バイパスへのさらなる交通転換が期待されます。

①通過交通の利用分担

＜国道23号の所要時間の推移と中勢バイパスの所要時間予測＞

②交通量の推移

出典：H2～H27道路交通センサスより算出
R1、全線2車、全線4車はETC2.0より算出

714
652

744
700722

H17 H22 H27 全線開通

706
件/年

380
件/年

576
件/年

約５割
減少

全線開通による
所要時間短縮に
期待

出典：イタルダデータ

開通延長に伴い
所要時間短縮

全線開通により、
安全性向上に期待

現在、通過交通の
約8割が国道23号
を利用

＜国道23号 現道の死傷事故件数の推移＞

出典：ETC2.0データより算出
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四日市市
29%

愛知県方面
28%

桑名市
15%

鈴鹿市
7%

亀山市
5%

その他
16%

開通区間

事業中

一志
嬉野IC

至 四日市

至 伊勢

久居IC

津IC

芸濃IC

亀山JCT
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広域物流の改善、現道の交通環境改善が期待

別紙３

期待される
開通効果② 中勢地域の産業支援：円滑な物流の確保

三重県の持続可能な経済ネットワークを確保

⚓

⚓
四日市港

○国際拠点港湾の四日市港と鈴鹿市内を結ぶ物流の輸送経路は、主に国道２３号及び中勢バイパ

スが担っています。

○また、中南勢地域の流通拠点である重要港湾の津松阪港から北勢方面、愛知県方面への一般道

の物流輸送経路についても主に国道２３号及び中勢バイパスが担っています。

○中勢バイパスの全線開通により、国道23号と中勢バイパスが連結し一体として機能すること

で、輸送経路の速達性、時間信頼性の向上により、物流ネットワークの強化、円滑な物流交通

の確保が期待されます。
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※甲種港湾を集計 出典：港湾年報告2019

物流ネットワーク
の強化

出典：ヒアリング調査中勢バイパス全線開通により、メインの物流ルートが、中勢バイパス経由になります。

津松阪港

鈴鹿方面の
利便性・速達性向上

愛知・津・桑名方面の
利便性・速達性向上

■三重県内主要港湾の取扱貨物量

■津松阪港発の普通貨物車の目的地

■四日市港発の普通貨物車の目的地

松阪市
35%

愛知県方面
15%

津市
14%

桑名市
8%

伊賀市
7%

その他
21%

使用データ：ETC2.0プローブデータ（R1.10 平日） 津松阪港を出発する普通貨物車を対象に集計。
H22道路交通センサスOD 津松阪港を含むゾーンの普通貨物の発生交通を集計。

県内1位・2位

鈴鹿市
亀山市

津市 上段：目的地
下段：構成比

四日市港発の普通貨物車
（約8,000台/日)の内、
鈴鹿方面に約600台/日

上段：目的地
下段：構成比

使用データ：ETC2.0プローブデータ（R1.10 平日） 四日市港を出発する普通貨物車を対象に集計。
H22道路交通センサスOD 四日市港を含むゾーンの普通貨物の発生交通を集計。

中勢バイパスが全線開通すれば、広域移動の際のルートとして、国道23号から中勢バイパスへの転換が考えら
れます。また、配送時間短縮で物流の効率化や定時制の確保に期待します。

■製造業者の声

■物流事業者の声

※発生交通量と目的地別構成比より
日台数に換算

※発生交通量と目的地別構成比より
日台数に換算

＜四日市港の概要＞
• 国際拠点港湾
• 所在地：四日市市

• 主な輸出品：自動車、建設機械
• 主な輸入品：羊毛、ボーキサイト

石油・天然ガス

＜津松阪港の概要＞
• 重要港湾
• 所在地：津市、松阪市

• 主な輸入品：非鉄金属、非金属鉱物
化学薬品等

• 主な移入品：セメント、砂利・砂、鋼材等

• 主な移出品：非金属鉱物、染料・塗料・
合成樹脂、輸送機械等

津松阪港発の普通貨物車（約1,500台/日)
の内、愛知・北勢方面に約500台/日

鈴鹿（安塚）工区
令和5年度開通予定
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鈴鹿市

津市

：予測津波浸水域※1

凡 例

国道23号中勢バイパス

高速自動車国道

一般国道

その他の道路

沿岸部への啓開ルート

第１次緊急輸送道路(自動車専用道路)※３

第1次緊急輸送道路（一般道路）※３

鈴鹿市役所

津・松阪港

写真①

【写真①】上浜町2交差点

台風（Ｈ１６．９）時冠水状況

出典：三重県河川国道資料

鈴鹿（安塚）工区
令和5年度
開通予定

三重県広域
防災拠点

（中勢拠点）

23

23

陸上自衛隊
久居駐屯地

津市役所

1

三重県庁

松阪市役所
23
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広域物流の改善、現道の交通環境改善が期待

別紙４救えない「いのち」を減らす

災害に強い道路機能の確保
○緊急輸送道路に指定されている国道23号は、三重県の沿岸部を通過していること

から津波による浸水被害が懸念される。

○中勢バイパスは、浸水エリアを回避した内陸部に位置することから、内陸部から

沿岸部への“くしの歯”による応急復旧活動等を支援するとともに、道路ネット

ワークの多重性・代替性が強化されるなど災害に強い道路機能を確保します。

期待される
開通効果

※1 出典：三重県HP「津波浸水予測図（平成２５年度地震被害想定調査）※2について」
※2：南海トラフの理論上最大クラスの地震を想定した場合の浸水予測結果
※3：三重県緊急輸送道路ネットワーク（令和2年2月 三重県）

■予測津波浸水域

■南海トラフ巨大地震発生時の震度分布

津、鈴鹿市周辺は
震度6～７を想定

・国道23号は津波浸水予測区域内のため、内陸を
通過する中勢バイパスの早期供用が必要です。

・中勢バイパスの整備によって、国道23号とのダブル
ネットワーク化を期待しています。

・災害時の使われ方としては、災害直後の避難経路
や救助活動の救助路、復旧活動の輸送路等を想
定しています。

・災害時は関係団体と連携した緊急輸送道路等の
交通確保が最優先で必要。中勢バイパス全線開通
により、国や県、周辺市、自衛隊等との広域な連携
強化を期待しています。

■自治体の声

出典：ヒアリング調査
出典：震被害想定調査結果（ハザード関係）の概要について

（平成２６年３月 三重県防災対策部）

国道23号は緊急輸
送道路であるが浸水
被害のリスクあり

ICから物資搬

入・拠点連絡

国・県・市 防災拠点間の広域連携強化

ICから物資搬

入・拠点連絡

ICから物資搬

入・拠点連絡

ICから物資搬

入・拠点連絡

物資備蓄・

拠点搬送
内陸へ避難

内陸から救援・復旧

内陸へ避難

内陸から救援・復旧

内陸側から迂

回・拠点連携


